
平成 2年度 全国バズ学習研究会総会要項  平成 2年 3月 25目

1.平成元年度 事業報告

2.平成元年度 会計決算報告

3.平成 2年度 事業計画

4.全国バズ学習研究会会 llj

5.平成 2年度 役員承認

6.そ の他

平成元年度 事業報告

6尾 21目・

7月
第 24理全機バズ学習研究大会事前打合せ会

・ 発表要硬分検討

O月 31 1第 24爾金圏パズ学習研究大会事菫打合せ金
。当尋の露羅等について最終打合せ

11メヨ10日

平成元年度金員募集および会費納入等0案内状発送

・ 新会員の機誘につも`で

・ 年会費 薇人 1,000円 学校加入 10,0・00露

第 24璽全囲バズ学習研究大会事前打合せ会

・ 土岐市立泉中学校において

第 24画全国バズ学習研究'大会

・ 講師 (魂会・ 提案・ 助富 や記録)推薦掟績状

提案要項に関する依頼状発送

二月

1拳・ 11

第 24回全置バズ学習研究大会

・ 土枝市立象中学校

,土絞市立泉西層ヽ学校

第 24鐵全懸パズ学習研究大会

・ 分料金等の報告依頼

平成 2年
2月 11・ 12日

全醸バズ学習研究金投員会及び塩鑽先生を簿ぷ会

・ 玉白金館ぶこおもヽて

4月

6月 26躍
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平成元年度 会計決算報告

(単位円)

内 訳

以上の とお り会計報告をいた します。

平成 2年 3月 31国    会 計

平成 2年度 享業計画

・ 平成 2年度 会員募集 年会費 4月

・ 第 25園 全国 バズ学習研究大会お よび総会

・ 全轟バズ学習研究会役員会  2月

夫菊垣稲

3月

収 入 の 部 決 算 額

繰 越 金

〈
〓 費

雑 収 入

711,032

1尋 6,410

3,560

支 出 の 部 決 算 額

バズ学習 7号郵送料

郵送料

塩 園先生一 周忌お供料
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全国パズ大会助成



全 国 バ ズ 学 習 研 究 会 会 則

第 /章  名祢 と事務所

舞 ノ 条 本会 Iま 、全饉 バズ学習研究会 と称する。

第 二 条 本会の事務所 It,当分の間春 自井市立 西部中学校内にお く。

霧 J章  興鋳 と事業

第 J条  率会は、全国におけるパズ学習の研究ならび種実践を促進 し、会員
相互の連携協力を図 ることを 甕的 とする.

第 事 条 本会 lよ 、前条の理的を達成す るため次の事業を行な う。

こ 全雷研究大金および総会め開催。

屁 各地の パズ学習研究組織 と警接 難連携 し、その研究活動に協力す
為 .

こ 各学校の書な うバズ学習の研究ならびに実践に協力す る.

嘱 会報その他の刊行物の編集発行 .

よ その他必要 な事業 .

第 J章 組織 と運 営

第 ∫ 条 本会 :よ 、下記の会員を もって組織する.

え 正会員お よび轟体会農  個 人または饉体での本会の種 旨に贅同
じ委員会の承認を得た もの .

ユ 特31j会 負  本会の事業 を援助する鋼人または団体で、委員会の
・    承認を得た もの。

ま 名誉会員  本会の運営
`こ

功労のあった もので委員会が推薦 し、
総会の承認を得た もの .

第 `条  本会の事業を運営するために下記の役員をお く.

三 名誉会長     /名
2 会  長     ノ名

ユ 委  員    若干名

雀 監査委員     』名

∴ 幹  事    若干名

4 願   F・l    着干名

欝 7条  会長 iよ 、委員の互選による暴会長 iま ,本会 を代表 し会務 を処理する
第

『
条 委員、幹事は、大学および各地区 よ り選 轟する。 (地区はゝで きる

だけ細分す る。 )

欝 プ 条 委員鍾よって委員会を構成 す 暴。委員会は、会長が これ を主催 し、
会の重要な事項を審議する.

第 ノ夢条 委員申 F～ ∫名を常優纂員 として、会長浄1警嘱する.常饉委員は、
会長を捕佐す る。



第 /ノ 薬 会長お よび営任委員 :こ よって常任委員会を構成する。常任委員会は 、
会の運営上緊急を要する事項を審議する.

第 /虚 条 委 員は、地区研究組織 を確立 し、研究を推進する.

餌 〆ご条 壼査書員は、本会の会計を監聾する。

第 〆ギ条 幹事は、正会員中より会長が委嘱 し、通常の会務の執行 :こ あたる.

第 〆∫条 願問 1こ は名誉会員をもってあてる.

第 ノ6条 覇綺 :こ よって願間会を構成する.顧間会はも会長の諮問事項につぃて
審議 し、意見を具申する.

第 /7条 委 員お よび幹事の任期は、 二年 とする.ただ し重任 をさまたげない。

第 ギ章 会計

第 ノご条 本会の経費はゃ会費、寄付金などによ り支斉する.

舞 ノ9桑 会貴は、当分の間 /年間につ き亜会員 慮"θ θθ用とす る。特Ell会 員Ъ
名誉会員か らiま 会資 を数収 しない.学校瀬入の場合は、1島 o00円 とす
る。

第 膚θ条 本 会の会計年度は、毎年 事月 ノ日に始 まり、翌年 3月 ごプ露鍾終わる
舞 コノ条 会賛を 3年以上未納の場合は、退会 とみなす。

第 ∫章 全 壼研究大会および総会
第 麟 2条  全翼豪究大会は、原則 として毎年 /回開催する.

第 』 J条 全国研究大会の企画運営は、委員会 と連絡の上主催者に任せ られる。
第 2事 条 総 会 1ょ 、会農によって組織 し、会長が これを主催する .

第 2∫ 条 総会 :よ 、委員会提出の嚢題その他の運営上必要な事項 を審議する.

第 慮

`条
 総 _―

Aは
、毎年 /回全国研究大会時に開催する。

付 EIJ

イ 本会の会Ellの 撃正 iま、委員会の著難を経て、聡会において決定する
載 本会則は、 メデ∫θ盤 1月 ノ嘉から施行する。
a ttJ虜 条の金琶研究大会は、主催者にまかせられるが、研究者によ

る研究発表と賓畿若ry要地指導を含むこととする。
鋭 付則 F事の研究者および実践者の講師選定は、本会で行ないその派

繁費 (旅費・宿泊費 )は、本会が負担する。



氏 名

研究者代表 縄 田 正 巳

会  長 西 村 精 爾

常任委員 梶 田 正 巳

平成 2年度 役 員

486 春 日井市熊野町 1965

485 小牧市野職 2460

486 春 臼井薔熊野町 1965

全国バズ学習研究会

自宅電話

0568・―-32‐ -5739

0538-79-3063

0563--32-5789

0569-22-3532

0569-‐ 22-3532

0126-24-2780

0797-。 32-4986

0298-‐ 57--6695

0583-34-7037

052-■ 92・―-1347

0568・ -72‐-6S12

簿名

所住一Ｔ 勤務先

南 域 中

大名

大名

杉 江 修 治

越 響 昭 孝

清 水 快 雄

牛 尾 照 夫

岡  熙 籍

梶 田 i玉  毬

市 メ!| 千 秋

杉 江 傷 治

庭 内 嬌 善

小 石 寛 文

石 田 裕 久

小 森 孝 彦

太 闘 信 夫

松 原 壇 浩

中 野 靖 彦

速 水 敏 彦

475 半 8~j市 花園町 3-9-8

734
-02 広島黒 豊調郡 豊浜町 豊島 2263-2  08466-3-2034

509
…61 瑞浪市一色町 3-40 0572-い 68…Ⅲ5090

中 東 大

広 高 校

中 東 大

北 教 大

神 戸 大

南 山 大

京都女手大

筑 波 大

大 珂 大

愛 教

装

大員委

670 姫路嘉大寿台 2の 5…11

懸09
-51  土岐市家大坪町 3の 8

486 春 目井市熊野町 1985

513 鈴鹿市上野 lV」 1035

475 半田市花圃町 3-9-3

038 北海道督見沢市縁ケ丘 2-34

659 声屋市緑師 2-3-303

305 茨城県筑波市下広濁 702-21

509
-01 各務原市緑売中 1-145

463 名古屋市守曲区小幡西新 158-1

48ら  だヽ牧市大字村中 613-1

0792-25-1958

0572-54-9560

0368-82-5789 条

0598-74-諄 1873 二   重   大

464 名古屋 T打 千種区揚羽町 1の23‐B417 o52-721-3121

614 京都府八幡市男戴I竹鍋 4-102-103 o75-981-6704

大

　

　

大

舟生
長方形



氏 名    〒 住   所 自宅電話    勤務先

038
委  員 ,桜 井 冬 樹  …23 青森 県西津軽郡 鰺ケ 費 本町       01737-2-2283 第  一  中

033
上 期 由 ―  -23  ″ 西 津軽郡深浦町字 浜町 137

望 月 和 三郎  189 東京都 東村 山市萩 山町 3-22-2   0423-93-2308 菊 華 高 校

950
舟  越 和  吉  -21 新潟 市浦 l菫 4の 10の 20号      025-266-7478

950
土  屋  邦  雄  -21  ″ 浦 山 2σ)4の 21       025-266-0869

水 野   明  507 多治見市幸町 4の 444)5

西 村 精 爾 485 小牧市野口 2460

曲 踏 節 男 486 春 日井市島居松町 1-112

丸 曲 正 克  442 豊川市佐土町 38-1

509
清 水 快 雄 -61 瑞浪市一色町 3-40

0572-27‐-3705 石 尾 台 中

1538-79-8063 蒲 城 中

0568-82-2974  藤  本  嗜ヽ

05338-5-3858  子ヽ  闘 J、

0572-68-5090

5409
小 島 幸 彦 …91 中津メ|1市千二林三津屋 1189     0573-68-3032 市 教 委

森   行 雄  511 桑名市大宇安永 1885 3594ヽ-22-3422

529
石 部 清 和 …13 滋賀県愛知郡愛知川町愛知′li 1654  0749-42-‐4639 市 教 委

後 藤 璃 広  573 大阪府枚方市補薬並本 1丁 目 8-7  0720-55-7405 構 根 小

吉 田 武 男 670 姫略市八代本rJr l_15-27    0792-24-2919 飾 磨 小

675
内 閣   徹 …22 兵庫県加西市琵琶甲町 333     o7904-8-2117

占 川   巌  770 徳島市南昭和町 3-29-18    0886-53-0980 宮 浜 中

荒 本 真寿男  850 長埼 i‐l~中 小島 1-3-6 橘 島 小

顧 中 /r・i …  852  ″ 大手町 439裁 9        o958-46-4482 曲 里 小

734
続 本 一 雄 -02 広島県豊 FII郡豊町久比 2857の 2   084-666-3478 豊 高 校

舟生
長方形



所住氏   名  〒 自宅電話

03466… 6-1616

0792-25-1958

0538中 82-6091

05338-幕…6531

1573-68-2361

074346-3508

0T20…
=1-3558

073-928-3723

書537-21-6522

参79?-52-4461

07904-5-1171

034665-2321

084665-2475

奪346轟  - 2616

縮34基 03‐0 0329

0368-8=-7905

0572-22-5309

奪尋6S,79…3063

1563-32-2974

0568-6皐 …1276

0588-器 1-2292

勤務先

南 山 大

西 都 中

爾 城 申

篠 本 小

菫 都 中

神 塁 小

彦

　

夫

〓
』
　

難

鋼

　

尾

新

　

牛

査監 広島県登町大員5903-4

670 姫路市大寿台 2-5-11

頭 F・1 梶 露 稲 司 486 春簿井市ノ`事町l…24

き 井  仁 442

成 漂 信 一 二::

蘇  菫 ニ ユ:l

韓   義 夫 572

鋳 露 義 夫 毬13

永 井 最 大  492

申 ′Il  豊 1:l

北 猥 ― 夫  lI:

長谷;::   敏 二33

燿本違騒 131

爵轟五彦二31

由 職   正 三:』

荻隠克巳 486

豊メ:l市東光町 4…40

中津′!1市嘉予;::1214の ユ

滋賀集蒲生郡安土町豊浦

大藪府寝量∫::市太纂734■2

兵凛祭努石市西明票町 2-114

種沢市長野 1-14電 1

″ 舞郷町山秘899

加西市野 覇々 46

広島県豊露事東野覇 3517

″ 豊田部豊町久比

広島祭豊穣郷登町大長 3903-4

″ 豊田郡豊町大浜

春菫井市窮下軍琴 ユニユ

事 務 局 加 藤 撃 史 507 多治見市坂上奪 ■薔

幹  事 西 村 精 爾 485 小牧事野饉2480

由 闘 節、男 43轟  春轟井市鳥署織覇 l…112

穏 壇 驚 夫 183 春覇井宙棒量釘 18攀 l

右 嘉 標 夫 487  ″ 窯驚町 962

舟生
長方形



所住一Ｔ名氏 自宅電 話

05毬 3-91-言 832

0572-27-3715

0553-32-2526

056轟 -34-7108

0563-31-630書

05S8-3ヨト4365

0353
31-3789

勤務先

西 部 中

石 尾 台 中

市 教 繊

桑 裁 委

藤 山 台 中

中 都 中

東 高 森 台 中

幹 寺 轟 啓 …

水 野   覇

松 本 重 雄

軽 井 芳 網

彗 難 斌 入

爾 部 奮 …

林   太 郎

487    ″  藤1蜘ぜ静9-13■0

507 多治事幸町 4く44

486 春目井市月見町糠613

486     ″   東山町 2345-1釧 ユ

486  ダ 麹多町 145

486 春自井市経 燿覇 244-1

486 春嘉井市味美上ノ琴 1939

雙導築壁■■|

舟生
長方形



自 主 性 と 思 い や り の 心 を 育 て る た め に

一一一 国藤理解を深めるグローバルタイムの実践から一一一

佐方 利明  (春日井市立南城中学校)

最近の教育改革の中で、「国際理解を深め、わが国の文化と伝統を重視する

態度を育成する.Jという基本構想が打ち出され、着々と実践と研究がなされ

ている.本校においても国際理解教育をいかに具現化し、指導するかが大きな

課題となつた.    .
昭和620田年度の2年間にわたつて.本横は愛知県教育委員会・春日井市教

育委員会より「国際理解教育J研究推進校としての委託を受けた。国際性豊か

な生徒の育成をめざしての取り組みがどのように行われ、現在に至つているか

ここに経介をしたい.

I 本校の概要

本技は、人口26万人の春日井市のほぼ中央部に校区をおいている。校区内

を国遺鶴●・霧.‐ 1価暑曇蒙畿脅遠藤憾・むつで■`るが,田畑なども多く。自然環境

には恵まれているほうである.重要文化財「密遺院」などいくつかの文化遺

産もあり日本の文化と伝続を大切にする心が育つための良き環境下にあると

いえる.

地域住民の学校に対する信頼も厚く、生徒も明るく素直である。しかし、

国際化の時代が追るにあたつて必要な自主性に欠け、相手に対する気持ちの

表現の仕方を十分には知らない.

Ⅱ 研究の概要

1 主題設定の理由

(1)わが国は,あ らゆる分野で世界との結び付きを強くしてきている。こ

うした国際社会の進展を考えるときゝ生徒には全人類的・地球的な視野に

たつたものの見方のできる人間に育つてほしいと考える。

しかし,本技生徒の外国人に対する消極的な接し方をみてもわかるよう

に,コミユニケ‐シツの能力の不足などいくつかの課題を発見することができる。

そこで、本校は内向きであつた教育活動を国際的視野にたつて実践しつつt

国際性豊かな生徒の育成をめざすことが国際理解教育につながうと考えた.



(2)こ ぅした本校の研究の基本的な方向を受けて、本主題を設定し、実践
の場を学級会活動を中心とした特31j活動に焦点を当ててみた.学級会活
動などは、生徒の身近な問題を通して生き生きとした形で主題に追れる
ものと考えたからである。またその中で国欝理解教育に関する時間を特
に「グローパルタイムJと して位置づけた.

2 研究の内容

(1)国際理解教育についての考え方
ア 人間尊重の心の育成

イ 自国や他国の文化を理解し、尊重する心の育成
ウ 平和を愛する心の育成

(2)本校のめざす国際性豊かな生徒
ア 友と仲良くできる生徒……自他の尊重
イ 自ら進んで学ぶことのできる生徒……自学カ
ウ 自分の言葉でしっかりと発言できる生徒……自己表現力

(3)研究組織

教科・道籠議会

特活交流議会

目猥理解委員会

生徒会

英語議会

小集田部会

資料議会

(4)研究の進め方

ア 教科部会、学年部会等相互の連携を目りながら、共通理解を持つて
進める。

イ 学校裁量時間や短学活を活用し、ゆとりある充実した活職を促進す
る.

(5)研究実義の柱

ア 「興味・関心をひきおこす』ための実践
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・ 国際資料室・展示室、教室の国際理解ヨ‐ナい、外人講師の講話など

イ 「教育課程の中に位置づけるJための実践

・各教科・道徳・特活の領域と国際理解教育との関わりの現織化など

ウ 「毎日の授業の中で国際人としての資質を高めるJための実践

・ 自国や他国の文化を尊重するための授業実践など

工  「人間尊重の精神を養うJための実践

・小集日の活用、生徒会による助け合い運動への協力など

オ ダローバルタイムの実践

・ 圏難理解に関する体験的な活動を重視する実義など

力 小集菫活動の実践
0好ましい人間関係づくりの班活勤など

(5)グローバルタイムについて

ア ねらい

。教科・道徳指導や全崚的な特BII活動の取り組みを捕う。

・ 小集団活動を中心にして、人間理解。人間尊重の育成をめざす。

・発表や調査活鶏等を通して、自主性や創造性、自己表現力を養う。

・身近なもの、あつかいやすものを課題として取り入れる。

イ 基本的な考え方

(ア)時 間

原則として、学裁の時間の中から1カ月に2時間と、本曜日の朝

・帰りのST(15分間ずつ)と をあてる。

(平成2年度からは、授業後40分間の学級会活動等の時間の確保

がなされた。)

(イ)内 容 ,

・全校(学年)単位で短期的に行われる活動

・学級単位で一つのテーマを長期的、計画的に調査する活動

3 ダ観―パルタイムの具体的実践

(1)研究の仮設

ア 生徒の実態

・友達を思う気持ちは強いがt厳しさという点におしヽては欠けている。

・撤課時のような元気さが学級会ではみられない。



`学級会は学級の議問題について考えるものだと感じているものが少

な い 。

・「外国』に関する知識が乏しく断片的である。

・ 自分達の今ある生活・文化のすばらしさを実轟している者は少ない。
・ クラスのみんなが伸良くしたいと考えているが、男女の不伸、同じ

荘になりたくない者がいるなどの若干の問題点がある。

・部活や生徒会活動を自己中心的に考えて行つている者がいる。

イ 研究目標

生徒の身近な問題を自主的な学級会活動において的確にとらえるこ

とによつて、生徒同士の1いのぶつかり合いが生じ、その中で相手に対
する思いやり、自分を主張する気持ちを高め磨き合うことができるの

ではないか。また,同時に「外国Jについて学習することにより、日本
人だから外国人だからというのではなくゝ そこには、「ひとJというも
のが共通のものとしてあるんだなということを感じ取らせたい.

ウ 研究の仮説

① 学級会活動の時間を確保し、小集日による話し合いを行うことに

よつてもお互いを理解し合うようになりもまた自分の考えをはつき

りさせることができるようになる。

② 学級会活動での成果を他の教育活動にも生かすことによって,生
徒の心の成長をみることができる。

③ 「外国Jを学習していくなかで、自国の特色について考えることが

できる。

(2)研究内容

ア 学毅会活動の年間計画の作成

●時間の確保

〔平成元年度〕・道徳二裁量、学級の時間の3つをロートションでまわす。
・毎通金曜日のST後45分間を「学級優先日Jとする.

〔平成2年度〕・ ST後40分間を「学級優先時間Jとする.

0ダローバルタイムの年間計画

〔ねらい〕 ・教育課程『学級の時間単元構成Jを利用して、日常活

動のなかから国際理解教育の実践をしていく.

・小集団活勤を通して人蘭的なふれ合いを高めていく。
0年間計画表 (別紙 )



イ 組織づくり

0国際理解委員(1名 )

・ 国際理解委員会の仕事と学級のとりまとめ役

0学級国際理解委員(若干名)

・ 学級独自の夕"3-ドルタイムを中心とした活動についての仕事をする。

●班編成

・ 男女混合,4人編成を原則

・班編成は教師が意目的に行い、生徒の変客には常に注意する。

・班長は、荘の話し合いで決めさせる。

ウ 活動しやすい学級にするために

0自主的かつ責任ある行動のとれる雰囲気づくり

・校III改正、生徒会活動など

0話し合いの障害となる人間関係の緩和

(別紙 1)

工 実りあるグコーバルタイムにするために

0話し合いの形態と留意事項

・「一人Jで考える時間を確保

・ お互いの性格や綴性をつかんで自然な形で

・ 参加度を高める討論の内容

●話し方の指導
。自分の発言に責任をもたせる。

・個人にあつた話し方を認め合う。

●聞き方の指導

・聞き落と1/は しない。

・相手の意見から必ずいいところを見つけ出す。

●行事等の反省を様々な形で行わせる。

オ ダE‐ボルタイムの計画・準備と活動内容について

平成2年 4月～7月の実践観「Welc参懸 to D尋1laJを通して説明を

する。



<事前の準備〉

1. 生徒の実態・考え方をつかむ。

・留学生と話してみたいが、話せないだろうという生機が多い.

・ 自由な雰囲気の中で育つているから、日本の学校生活がやつてい

けるだろうか.

・せつかくだから、カナダの事についていろいろと知りたい。

・日本のこともいろいろと教えてあげたい。 など

2。 月_31J計画表の作成 (略)

3.各行事毎の計画表・議案書の作成

(爵Ij秦氏a)

4。 留学生が学校生活をスムーズに送るために必要なものの準備

(3毯劇氏3)

<実際の活動>

1.『月劇計画表」「各行事の計画表Jに従つて活動をする.

2.担任が日記等を通して留学生と生徒の架け構役となる。と同時に

常に生徒の活動を留学生を通して評価をする。

(BIJ紙+)
3.給食.放課等を通して留学生と遊んだりも話したりするように努

めさせる.

4. 生徒自身にも絶えず反省と自己評価をさせる.

(別紙5)

く実践の評価。検証>

仮設①…0生徒総会をはじめとする生徒会活動や学級での係活動での

積極的な意見発表と自主的な活動がみられるようになつた.

仮設②…0ト イレ掃除をはじめとする与えられた仕事に対する意歓の

向上

0修学旅行等における時間厳守などの基本的ルールの選守

OEX,自 己中心的な考え方から脱した生徒。自分の欠点を認

め自己変革を目指す生徒など生徒一人ひとりの変容

仮設③…0留学生と接することにより生の体験を通して,カナダの事

を知り、そして自分遠の生活0ものの考え方等について考える



ことができた。

亜 まとめと今後の課題

0 グローパルタイムの活動で、主体的に問題を見つけゝ調査研究をし.発

表する力を育ててきたが、2年生まではどうしても教師主導型になりがち

であつた。しかし,3年生ともなると生徒自らが考えて行動するようにな

り、内容的には希薄になつてしまうが主体的かつ充実したグローバルタイ

ムができあがる。これからの国際化にあたつて日本人は、自己主張ができ

ることは不可欠であり、グローバルタイムは有効な手段であるので地道に

研究していきたい。

● グロパールタイムをはじめとする教育全般に、国際化を含めてこれから

の社会というものを意識して指導していく過程において.いままで表画化

することのなかつた生徒の自主性が大きく成長してきたように思う。

● 特に今回の留学生の存在は大きく、人は「こころまでつながりあつてお

り、そこから様々なルールや社会が作られているんだということを肌で感

じ取ることができた.t摯1蘊r6)
0 教師も常にダローパルな気持ちを持ち、時には目先だけの成果にとらわ

れることなく生徒の成長を待つ我慢強さも必要であることを感じた。


